
47巻1号　情報処理　2006年1月64

　米国は 11月の Thanks Giving翌日の “Black Friday”（店
舗にとって黒字の金曜日と呼ばれるセール開始日）から，
12月のクリスマス，そして新年までの Holiday Season

が，1年の中で最も商品の流通・販売が増える時期で
ある．2004年にはそのあまりの人気ぶりに各所で在庫
切れが発生した Apple社の iPodだが，2005年も新製品
の iPod nanoと Video iPodによって，人気商品となって
いる．2001年に販売が開始されたこの iPodの米国での
市場シェアは 85%を超え，すでに携帯音楽プレイヤの
代名詞となってしまっている．航空機内の注意アナウ
ンスは “CD Players and iPods” となり，地下鉄や街角で
は iPodのファッショナブルな白いイヤホンコードばか
りを見かけるようになった．数年前までの米国といえば，
日本ではほぼ死滅した頭にかける形式のオープンタイプ
のヘッドホン全盛で，日本では当たり前だった耳に差し
込む形式のインナーイヤーのイヤホンを使用した人を見
かけるのもまれ，実用性重視でファッション性なんか気
にしないのが米国の文化か？と思っていたのに，変化と
いうのは早いものである．
　量販店の店頭にも白の軍団は存在する．iPodが売り
場に山積みなだけではなく iPodに合わせた真っ白な周
辺機器が山のように積まれているのだ．充電器や電源ア
ダプタに外付けスピーカ，ケース，そしてカーオーディ
オで聞くための FMトランスミッタにカセットアダプタ
などというのもある．さらに量販店の店頭にはないが高
級ブランドの皮製 iPodケースや iPod用の接続コネクタ
を備えた自動車などというものも販売されている．
　iPodに市場の人気が集まると周辺機器も対応の中心
を iPodに据えるようになり，専用品が販売される．そ
してシステム全体の使い勝手のよさがまた iPodの人気
を呼んでいく．この状態は周辺機器との間で好循環を呼
んでいる．

　この iPod人気を支える理由のもう 1つに同じく
Appleが運営する iTMS (iTunes Music Store)がある．iTMS

は Appleが 2003年 4月の第 3世代 iPod導入と同時に開
始したオンラインの音楽販売サイトだが，米国では 1曲
あたり $0.99という低価格で任意の楽曲を購入でき，購
入した楽曲を PC上で自由に楽しめるほか，FairPlayと
呼ばれる独自の DRM（ディジタル著作権管理システム）
によって，購入した楽曲を iPodへ自由に転送したり， 
5枚まで CDに焼き付けたりすることができる．さらに，
iPodへの転送は認めても iPodからの楽曲の持ち出しを
許さないため，権利保護もきちんと行われているのがポ
イントだ．
　iTMSは $0.99/曲という低価格と使い勝手の良さが人
気を呼び，瞬く間に米国 No.1のオンライン音楽販売サ
イトとなった．
　iTMSが成功を収め，$0.99/曲という低価格が成功の
理由であると言われるようになると．他の音楽販売
サイトは値引き競争に突入する．Yahoo!が $0.79/曲，
RealNetworksは $0.49/曲への値引きを実施，MSNはキャ
ンペーンとして，1曲購入するごとにもう 1曲をプレゼ
ントという方法に出た．競争はどんどん加速し，MSN

はとうとう 1曲買えば 5曲タダという “BUY 1 GET 5” キ
ャンペーンを実施するまでに至った．しかし，それでも
大勢は変わらなかった．iTMSは iPodの市場シェアと同
じように 80%超というシェアをもって圧倒的に勝ち続
けた．
　iTMS以外の果てしない値引き競争は 2005年始めの無
制限の定額制サービスへと行き着く．最初に始めたの
は Napstarである．新生 Napstarの目玉サービスとして，
$14.95/月を支払えば，曲を無制限で聞き放題というサ
ービスを切り出してきたのだ．
　これらの定額無制限販売制度は Subscription制と呼ば
れる．月額 $10～ 15程度の購読料を払うとそのサイト
のすべての曲に無制限でアクセスすることができるとい
うものである．しかも PCで聞くだけではなく，サイト
の DRMに対応したポータブルプレイヤであれば曲を転
送して外で聴くこともできる．さすがに CDに焼くとき
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コ 

ラ 

ム アメリカ IT まわりの話題には 1曲あたりの費用を払わないといけないが制限があ
るのはそれくらい．何曲聞いても費用は同じ．言うなれ
ばインターネット上に巨大なオンラインジュークボック
スを持っていることに近い．
　この展開に Real Network が続いてきた．同社は
Rhapsodyというサービスを $14.99/月で展開し始めたの
である．そして 5月にはインターネット界の巨人である
Yahoo!が $6.99/月で聞き放題．年間契約にすれば $4.99/

月という衝撃の低価格で殴り込みをかけてきたのだ．さ
らに 6月になって Microsoftも自社の MSNで秋からの定
額サービス開始を発表するに至って，市場の風向きは変
わったかに見えた．
　しかし，それから 3カ月以上が経ったが，Microsoft

はいまだに MSNで定額制サービスを始めていないし，
Yahoo!は $6.99/月だった料金を $11.99/月に値上げせざ
るを得ないよう追い込まれた．インターネット接続サー
ビスのように定額制の導入によって，ユーザが従量制か
ら定額制へ移行するという流れが発生しなかったので 

ある．

　いったい原因は何なのだろうか？
　PC上で音楽を聴く限りにおいてはどのサービスを使
用してもあまり問題はないが，楽曲を持ち出すとなる
と制限が増えてくる．なぜならば定額制サイトからダ
ウンロードした楽曲を持ち出せるといっても，それは
対応したプレイヤに限った話．具体的には Microsoftの
DRMに対応したポータブルプレイヤでなければならな
い．Appleは iPodと iTMSで使用している DRMである
FairPlayを他社にはライセンスしていないので，iPodに
これら定額制サイトで購入した曲を入れることはできな
い．このことはすなわち定額制音楽サービスと契約して
も市場の 85%のプレイヤではその楽曲は利用できない
ということになる．
　また，対応の携帯プレイヤを持っていたとしても，そ
れらプレイヤには iPodの接続コネクタとの互換性がな
いので，iPod用の周辺機器は使えない．標準規格のプ
ラグや専用品である電源アダプタはまだ工夫でなんとか
なるとしても，卓上スピーカシステムや自動車への接続
アダプタなどは他の携帯機器用のものは販売されていな
いので，iPodを使用しないということは日常の使用の
面でも不自由を抱えることになってしまう．
　PC上で音楽を聴く分にはソフトウェアをインストー
ルするだけで乗り換えができたのに，定額サイトのコン
テンツをを日常生活で使用しようと考えたとたん，ユー
ザは自分がマイナー勢力にいるという苦しみを味わうこ

とになるのである．
　インターネット接続サービスの場合，ユーザはそれこ
そ接続サービスを購入していた．これには利用するハ
ードウェアの違いなどはなかったし，その人のファッシ
ョン性なども出てこなかった．そのうえ乗り換えはユー
ザにとって負担にならない程度に簡単だった．そのため
定額制導入とともにユーザは雪崩を打って定額制に走り，
行き着いた先は速度などのサービス内容や料金競争とな
った．
　しかし，音楽サービスはそうはならなかった．
　音楽というのはユーザが楽曲というコンテンツをただ
聞くだけでなく，その音楽を生活の中でいつどのように
聞きたいか？ということにもこだわりを持つある種の嗜
好品である．そのため単なる機能の多少や価格の高低と
は違った観点での選択が発生することになる．
　つまり，ユーザは安い楽曲よりも iPodで聴ける楽曲
を求めるのであり，iTMSから音楽を買うのは必ずしも
iTMSというサイトで音楽が買いたいわけではなく，iPod

で聞くことができる音楽を買いたいのであって，つまる
ところ購入した音楽をそのファッショナブルなプレイヤ
と白いイヤホンで聞きたいということなのだ．
　そして DRMによってハードウェアとコンテンツ販売
が密接に結びついたときに市場は iPodと iTMSの一人勝
ちということになってしまった．

　一人勝ちの Appleは今度はビデオ再生機能を持つ
iPodと iTMSでの TV番組の販売によって映像市場に切
り込んだ．
　このまま iPodや iTMSを中心とした Appleの快進撃が
続くのか？それともハード，サービスともに競合他社が
巻き返すのか？はたまたまったく新しいプレイヤが市場
を席巻するのか？　携帯用音楽プレイヤと音楽配信サイ
トに関する争いは入り口に過ぎない．
　今後，ユビキタス社会が到来したときに我々はどのよ
うなハード・サービスを通して，音楽や映画といったエ
ンターテイメントに触れていくことになるのか？　興味
津々である． （平成 17年 12月 12日受付）


